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学校評価の結果公表について 

早春の候 保護者ならびに地域の皆様には益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。日頃より本校の教

育活動にご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、本年度も皆様に学校評価アンケートを依頼いたしました。多くの方々から御回答をいただきあ

りがとうございました。ここに、以下のとおり、その集計結果等をお知らせいたします。 

 １ 実施日 

 平成３０年１０月２６日配布 

 平成３０年１１月 ２ 日提出締切 

 ２ 集計結果 

 （１）生 徒 １，２０３名 （回収率：９９．３％ 在籍数：１，２１２名 ） 

 （２）保護者 １，１９４名 （回収率：９８．５％ 在籍数：１，２１２名 ） 

 （３）職 員 ９４名 （回収率： １００％ 依頼数：   ９４名 ） 

   詳細は集計結果をご覧ください。 

 ３ 主な自由記述 

 生徒・保護者及び教員から本校の良さについて記述していただきました。また、反対に課題として

挙げられた主な内容は以下のとおりです。 

 （１）設備・施設の改善要望について。 

 （２）授業・補習の充実・改善について。 

 （３）進学指導の充実について。 

 ４ 学校関係者評価及び意見 

  １月２２日に実施した学校評議員会で、以下のご意見をいただきました。 

（１）「避難所運営委員会」という委員会を学校と自治会と共同して立ち上げていただきたい。生徒がい

ないときの発災や在校時の発災などいろいろなケースがあるかと思うが、突発的な災害に対してど

う対応できるのか、学校としてどういう体制を取っていただけるのか。避難所の運営は大変で、い

ろいろな方が来るため、どう区分していくか。昨年、市場小で訓練したが、自治会が中心になって

やるものの、やはり学校のルールがないと難しい。 

（２）アンケートの回収率が約 99．5％で、職員は 100％…と、回収率 100％に近いアンケートには驚き

を感じる。特に保護者の回収率が 98．5％とよいのは学校の運営に関して関心があるということ。

大変感心している。 

（３）図書室の環境については先生、生徒、保護者それぞれ感じ方が違うのか、父兄の評価が低い理由が

わからなかった。アンケートでトイレの問題がかなり出ており、私自身も確かにタイルで寒いこと

や老朽化で色がくすんでいることは感じたが、さっそく改修しているのを見て、進んでいるのだな

と感じた。 

（４）アンケートの結果を拝見し、さらに本日、先生からご説明をうかがって市船の内容がほとんどわか

ってきた。まずはアンケートの集計結果を事前に配布していただき、市船の内容をしっかりと把握



することができ、大変よいことだったと思う。自由記述をすべて記載していただいたこともよかっ

た。学校に対してよいこともあれば、希望や要望、直してほしいこともだいぶあるようで、それを

そのまま書いていただいた。これはよく発表していただいたなと感じている。それから回答率が生

徒、保護者、職員とも 95％を超えて非常に高い。これはアンケートの信頼性が非常に高いというこ

とで、そのため安心して分析できると感じた。 

（５）市船の生徒が時々大きなごみ袋を持って道路をきれいにしてくださっている。それから朝、生徒指

導の担当の先生なのか、正門や裏門に立って挨拶をしながら出迎えている。この姿から、非常によ

い指導の徹底がされているな、生徒と先生方の絆がしっかりできているな、と見ている。 

（６）いじめは目に見えないため、子どもに聞いてもわからない。校内相談窓口やスクールカウンセラー

についても、親は答えられないだろう。「多分こうなんだろうな」という数字かと思う。あと図書室

も学校に来ないと見ることはできないし、どんな本が整っているのかわからない生徒もいるだろう。

また、ICT 環境と聞いても普通の保護者はあまり認識されていないと思う。 

（７）暫定だが、平成 30 年における県内の非行少年の該当を説明させていただく。犯罪を犯すなどをし

て警察に検挙された“非行少年”は平成 30 年中では 398 人で、前年と比べてマイナス 242 人。深夜

徘徊や喫煙などで警察に補導された“不良行為少年”は 2万 122 人で、マイナス 2456 人。いずれも

減少している。また市内の数は暫定だが、非行少年 104 人でマイナス 44 人。不良行為少年は 2443

人でマイナス 541 人という状況だった。少年の数の減少や社会情勢の変化に伴い、年々減少傾向に

あるが、やはり高校生は多感な時期。当たり前の学生生活を送るには、犯罪や事故の被害者、加害

者にならないことが非常に重要だと思う。引き続き連携を図らせていただきたい。 

（８）生徒の通学に関して、ほかのお客様から苦情をいただくことは今のところはないので、駅での行動

は心配ない。ただ一点、お願いがあるのは“歩きスマホ”。人や電車にぶつかったり、見ながらホー

ムに落ちてしまったりする方もいる。そのへんはご注意をお願いしたい。 

（９）カウンセラーの案内が載っているが、こういった周知方法をもっと工夫することが必要。校内だけ

のカウンセリングではなく、性被害ならワンストップ支援センター、犯罪なら被害者支援センター、

いじめなら人権相談などいろいろな相談機関があるので、そういったところを工夫してご案内する

必要もあると思った。 

５ 今後に向けて 

  お寄せいただいた評価結果やご意見は、次年度に向けた改善に活かし、更なる学校教育の充 

実に向け、教職員一丸となって取り組んで参りたいと思います。 

 今後とも変わらぬご理解とご協力をお願いいたします。 


